
一般質問

平成２７年（２０１５年）４月２６日７ こだいら 市　議　会　だ　よ　り

◆項目別割合

一般質問のまとめ
平成23年6月定例会～平成２７年3月定例会

公 園
用 水

都市
　整備

 
平
野
ひ
ろ
み
議
員
（
生
ネ
）　

臼
ボ 

ー
ル
遊
び
が
で
き
る
公
園
は
市
内
に

何
か
所
あ
る
か
。

　

渦
市
民
広
場
で
野
球
や
サ
ッ
カ
ー

を
禁
止
に
し
て
い
る
理
由
は
な
ぜ
か
。

市
長　

臼
現
在
、
試
行
段
階
で
は
あ

る
が
、　

平
方
㍍
以
上
で
一
定
の
オ

５００

ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
公
園
は
、

ボ
ー
ル
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
ボ

ー
ル
遊
び
に
限
り
認
め
て
お
り
、
公

園
数
は
、
現
在　

で
あ
る
。

１１２

教
育
長　

渦
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
が
利
用
で
き
る
広
場
で
、

他
の
利
用
者
に
ボ
ー
ル
が
当
た
る
危

険
性
等
が
あ
る
た
め
禁
止
し
て
い
る
。

外

遊

び

で

子

ど

も

の

力

を

の

ば

そ

う

 
佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

開
発
事 

業
者
の
計
画
が
、
周
辺
住
民
に
も
メ

リ
ッ
ト
と
な
る
よ
う
な
市
独
自
の
ル

ー
ル
化
は
出
来
な
い
か
。

市
長　

地
域
の
課
題
は
事
業
地
に
よ

っ
て
異
な
り
、
周
辺
住
民
が
メ
リ
ッ

ト
と
感
じ
る
事
項
も
個
々
さ
ま
ざ
ま

な
た
め
、
一
律
に
基
準
化
を
し
て
事

業
者
に
過
度
な
負
担
を
強
い
る
こ
と

宅
地
開
発
等
に
お
け
る
周
辺
住
民

と
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て

は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
市
は
こ

れ
ま
で
も
、
現
行
の
条
例
等
に
基
づ

き
な
が
ら
、
事
業
者
と
の
協
議
に
よ

り
、
道
路
の
拡
幅
等
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
も
柔
軟
な
対
応
に
努
め
て
い
く
。

 
幸
田
昌
之
議
員
（
公
明
）　

臼
キ
ャ 

ン
パ
ス
の
南
西
の
角
は
見
通
し
が
悪

く
、
危
険
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

　

渦
一
ツ
橋
通
り
を
も
っ
と
魅
力
あ

る
通
り
に
整
備
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

市
長　

臼
交
差
点
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

を
設
置
し
て
い
る
が
、
設
置
場
所
の

環
境
に
よ
り
死
角
が
生
じ
て
お
り
、

さ
ら
な
る
安
全
対
策
を
検
討
す
る
。

　

渦
具
体
的
な
対
応
方
針
は
決
ま
っ

て
い
な
い
が
、
計
画
的
に
整
備
す
る

路
線
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
整
備

の
際
に
は
地
域
の
意
見
を
聞
き
、
魅

力
あ
る
道
路
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

 
末
廣　

進
議
員
（
共
産
）　

市
の
開 

発
条
例
第　

条
（
周
辺
住
民
へ
の
周

１７

知
等
）
に
「
事
業
主
は
説
明
会
の
開

催
に
当
た
っ
て
は
周
辺
住
民
等
と
誠

一
橋
大
学
小
平
国
際
キ
ャ
ン
パ
ス

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

開
発
事
業
に
対
し
周
辺
住
民
の
不
安
等
に

対
応
す
る
仕
組
み
を
拡
充
せ
よ

実
に
協
議
を
行
い
、
開
発
等
事
業
の

計
画
に
つ
い
て
合
意
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」と
い
う
条
文
を
新
設
、

明
記
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

法
令
に
の
っ
と
っ
て
事
業
を

行
う
事
業
主
と
、
現
状
の
住
環
境
の

維
持
を
求
め
る
周
辺
住
民
の
間
に
は

隔
た
り
が
大
き
く
、
双
方
の
歩
み
寄

り
が
難
し
い
事
例
が
多
い
状
況
の
中

で
、
明
記
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

 
岩
本
博
子
議
員
（
生
ネ
）　

臼
大
規 

模
開
発
に
伴
う
小
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
数
の
増
加
へ
の
対
応
は
。

　

渦
周
辺
の
交
通
量
の
変
化
の
見
込

み
と
そ
の
対
策
は
。

教
育
長　

臼
児
童
・
生
徒
数
の
動
向

を
見
き
わ
め
な
が
ら
、
通
学
区
域
の

変
更
や
施
設
の
増
改
築
等
も
視
野
に

入
れ
つ
つ
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

市
長　

渦
開
発
区
域
内
の
自
動
車
等

の
生
活
交
通
に
よ
り
一
定
の
変
化
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
既
存

道
路
と
の
接
続
点
等
で
路
面
表
示
等

の
交
通
安
全
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

 
小
林
洋
子
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
上
水 

本
町
４
、
５
、
６
丁
目
に
医
療
機
関

を
誘
致
す
る
方
法
は
な
い
か
。

　

渦
つ
つ
じ
公
園
の
雨
水
対
策
は
。

市
長　

臼
こ
の
地
域
に
医
療
機
関
が

な
い
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、
医

療
機
関
も
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
踏
ま

え
個
別
に
開
業
し
て
い
る
こ
と
や
近

隣
地
域
に
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
で

誘
致
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。

　

渦
平
成　

年
６
月
に
公
園
の
南
側

２６

出
入
り
口
の
雨
水
排
水
施
設
を
二
重

に
設
置
し
、
８
月
に
は
南
側
市
道
の

雨
水
浸
透
ま
す　

基
を
清
掃
し
た
。

２２

市
内
東
部
地
域
の
大
規
模
開
発

ラ
ッ
シ
ュ
へ
の
対
応
に
つ
い
て

上
水
本
町
、
上
水
南
町
な
ど
市
の

南
部
地
域
に
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
を

 
小
野
こ
う
い
ち
議
員（
政
和
）　

臼
小

平
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で

課
題
に
挙
が
っ
て
い
る
青
梅
街
道
駅

周
辺
の
踏
切
に
よ
る
交
通
渋
滞
の
解

消
等
に
つ
い
て
の
検
討
は
。

　

渦
新
小
平
駅
周
辺
の
新
し
い
町
の

機
能
の
検
討
は
。

市
長　

臼
都
へ
踏
切
拡
幅
改
良
等
に

つ
い
て
早
期
の
改
善
を
要
望
し
て
い

る
が
、
新
た
な
進
展
は
な
い
。

　

渦
現
在
の
と
こ
ろ
、
駅
周
辺
地
区

に
お
け
る
都
市
計
画
道
路
の
整
備
内

容
等
が
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
新
し
い

町
の
機
能
の
検
討
は
行
っ
て
い
な
い
。

 
磯
山　

亮
議
員
（
政
和
）　

臼
鈴
木 

街
道
へ
自
転
車
ナ
ビ
マ
ー
ク
を
設
置

で
き
な
い
か
。

　

渦
せ
い
ぶ
通
り
を
一
方
通
行
に
す

る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る

か
。
ま
た
、
市
の
見
解
は
。

市
長　

臼
今
後
、
交
通
管
理
者
と
の

協
議
を
進
め
、
設
置
の
可
能
性
を
検

討
し
て
い
く
。　

　

渦
通
過
車
両
の
速
度
の
上
昇
や
沿

道
住
民
の
利
便
性
の
低
下
、
迂
回
路

の
交
通
量
の
増
加
等
の
課
題
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
一
方

通
行
化
を
検
討
す
る
予
定
は
な
い
。

 
吉
池
た
か
ゆ
き
議
員（
政
和
）　

臼
鷹

の
台
駅
及
び
一
橋
学
園
駅
の
駅
前
整

備
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

渦
駅
前
整
備
を
必
要
と
し
た
場
合
、

時
期
や
内
容
等
、
現
時
点
の
想
定
は
。

市
長　

臼
都
市
計
画
上
の
駅
前
広
場

は
、
い
ず
れ
の
駅
も
都
市
計
画
決
定

新
小
平
駅
・
青
梅
街
道
駅
周
辺
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

花
小
金
井
南
町
、
鈴
木
町
の

諸

課

題

に

つ

い

て

一
橋
学
園
駅
及
び
鷹
の
台
駅
周
辺
の

今
後
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

さ
れ
た
も
の
は
な
い
が
、
鷹
の
台
駅

は
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で

駅
前
広
場
の
整
備
を
図
る
必
要
が
あ

る
と
し
て
い
る
。

　

渦
鷹
の
台
駅
は
、
駅
前
広
場
予
定

地
の
活
用
を
考
え
て
い
る
が
、
現
時

点
で
、
具
体
的
な
想
定
等
は
な
い
。

 
細
谷　

正
議
員
（
共
産
）　

臼
松
の 

木
通
り
の
緑
道
部
分
の
樹
木
剪
定
の

頻
度
を
ふ
や
し
、
街
路
灯
の
明
る
さ

を
改
善
で
き
な
い
か
。

中
島
町
地
域
の
周
辺
住
環
境
に
つ
い
て

　

渦
中
島
町
第
１
公
園
は
古
く
、
改

善
が
必
要
だ
が
検
討
状
況
は
。

市
長　

臼
今
後
、
必
要
に
応
じ
て
剪

定
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
緑
道
部
分
の
照
度
の
改
善
策
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
今
後
、
利
用
状
況
を
把
握
し
な

が
ら
必
要
な
改
善
策
を
検
討
す
る
。

 
細
谷　

正
議
員
（
共
産
）　

臼
小
川 

駅
西
口
地
区
市
街
地
再
開
発
準
備
組

合
の
進
捗
と
今
後
の
動
き
は
。

　

渦
小
平
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

　

号
線
こ
ぶ
し
通
り
の
オ
ー
プ
ン
ハ

１０ウ
ス
の
実
施
結
果
は
。

市
長　

臼
現
在
、
計
画
の
見
直
し
案

を
検
討
し
て
お
り
、
見
直
し
案
が
作

成
さ
れ
る
と
再
開
発
準
備
組
合
で
事

業
計
画
案
と
し
て
決
定
さ
れ
、
そ
の

後
、
都
市
計
画
決
定
に
向
け
権
利
者

の
合
意
形
成
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。

　

渦
２
日
間
の
開
催
を
通
じ
約　

人
１００

が
来
場
し
、
市
の
計
画
が
よ
く
わ
か

っ
た
と
の
感
想
を
多
く
も
ら
っ
た
。

小
川
駅
西
口
地
区
再
開
発
と
３・４・

　

号
線
こ
ぶ
し
通
り
に
つ
い
て

１０

 
佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

臼
小
川 

駅
西
口
再
開
発
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

　

渦
市
が
整
備
を
行
う
駅
前
広
場
の

都
市
計
画
変
更
の
実
現
性
は
。

市
長　

臼
再
開
発
準
備
組
合
で
は
建

築
工
事
費
等
の
高
騰
を
受
け
、
昨
年

　

月
の
臨
時
総
会
に
お
い
て
事
業
の

１１成
立
が
可
能
と
な
る
よ
う
見
直
し
の

方
向
性
が
確
認
さ
れ
、
現
在
、
計
画

の
見
直
し
案
を
検
討
し
て
い
る
。

　

渦
都
な
ど
と
の
調
整
か
ら
も
都
市

計
画
変
更
を
進
め
る
こ
と
は
可
能
と

考
え
る
。
今
後
も
実
現
に
向
け
、
再

開
発
準
備
組
合
と
と
も
に
都
な
ど
の

関
係
機
関
と
の
調
整
を
図
っ
て
い
く
。

 
常
松
大
介
議
員
（
フ
ォ
）　

少
子
高 

齢
社
会
に
対
応
し
た
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
改
定
す
る
と
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
目
指
す
の
か
。

小
川
駅
西
口
再
開
発
と

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

市
域
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

 
 

【
産
業
・
暮
ら
し
】

○
温
故
知
新
、
芸
術
の
ま
ち
小
平
め

ぐ
り
に
お
け
る
効
果
を
問
う

【
防
災
・
防
犯
】

○
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
小
平

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

【
教
育
・
文
化
】

○
改
正
さ
れ
た
学
校
図
書
館
法
に
基

づ
く
学
校
司
書
の
配
置
を
求
め
ま
す

○
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
発
展
教
育
）
と
ユ

ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

○
市
内
大
学
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
交
流
は

o
o

o
o
o
o
o
o
o

掲

載

分

以

外

の

質

問

項

目

市
長　

誰
に
で
も
優
し
い
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
視
野
に
取
り
入
れ

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
を
初
め
と
す
る
市
民
が
生
活

利
便
施
設
等
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
交

通
体
系
の
構
築
な
ど
都
市
全
体
の
構

造
を
考
え
、
に
ぎ
わ
い
や
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
創
出
に
も
つ
な
が
る
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
。

滑
一
橋
大
学
小
平
国
際
キ
ャ
ン
パ
ス

南
西
の
交
差
点

滑
松
の
木
通
り
沿
い
の
緑
道
部
分

◆質問者数・件数
質問件数質問者数定例会名
６９２５２３年６月
７０２４２３年９月
６６２５２３年１２月
７２２６２４年３月
６３２６２４年６月
６４２５２４年９月
６５２５２４年１２月
６５２６２５年３月
６５２５２５年６月
５５２４２５年９月
６２２４２５年１２月
６１２４２６年３月
６７２４２６年６月
７２２５２６年９月
６４２４２６年１２月
６９２４２７年３月

１０４９　３９６  合　　計
６５.６件２４.８人平　　均

※平均は小数点第２位四捨五入

◆項目別件数
件　数項　目
１４５教 育 ・ 文 化
１４１行 政 一 般
１１９福 祉
１００産業・暮らし
　９７防 災 ・ 防 犯
　９０子ども・女性
　８４医 療 ・ 健 康
　７８都 市 整 備
　７０道 路 ・ 交 通
　６４環境・下水道
　３４公 共 施 設
　２７公 園 ・ 用 水

　１０４９件合　　計

※構成比は四捨五入して表示

教育・文化
13.8％

公園・用水
2.6％

公共施設
3.2％

環境・下水道
6.1％

道路・交通
6.7％

都市整備
7.4％

防災・防犯
9.2％

産業・暮らし
9.5％

福祉
11.3％

行政一般
13.4％

子ども・女性
8.6％

医療・健康
8.0％


